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ものの、寺田寅彦は明治時代から昭和初期における「セン
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　次に寺田寅彦のセンス ･ オブ ･ ワンダーについて述べた
い。この言葉はレイチェル・カーソンの著書で有名になり
日本語に翻訳されず、そのまま用いられており、その使用
例は枚挙にいとまがない。
　しかし、この感性について寺田寅彦は昭和四年（1929年）
に「化け物の進化」の中で重要な指摘をしている。彼はこ
の文章の冒頭で述べている。
⑦「人間文化の進歩の道程において発明され創作されたいろい
ろの作品の中でも『化け物』などは最もすぐれた傑作と言わな
ければなるまい。化け物もやはり人間と自然の接触から生まれ
た正嫡子であって、その出入する世界は一面には宗教の世界で
あり、また一面には科学の世界である。同時にまた芸術の世界
ででもある。」
随第2巻、化け物の進化、193頁
　カーソンは次のように述べている。「人間を超えた存在を
認識し、おそれ、驚嘆する感性をはぐくみ強めていくこと
には、どのような意義があるのでしょうか。自然界を探検
することは、貴重な子ども時代を過ごす愉快で楽しい方法
の一つにすぎないのでしょうか。それとも、もっと深いな
にかがあるのでしょうか。
　私はそのなかに、永続的で意義深い何かがあると信じて
います。地球の美しさと神秘を感じ取れる人は、科学者で
あろうとなかろうと、人生に飽きて疲れたり、孤独にさい
なまれることはけっしてないでしょう。」（センス・オブ・
ワンダー，50頁，以下の下線引用はすべてこの著書）カー
ソンは寺田のように宗教や芸術という具体的な言葉を用い
ていないが、そこに営まれるであろう人間の生き生きとし
た活動を肯定的に述べている。さらに、寺田は次のように
述べている。
⑧『またこんな事を考える、科学教育はやはり昔の化け物教育
のごとくすべきものではないか。法律の条文を暗記させるよう
に教え込むべきものではなくて、自然の不思議への憧憬を吹き
込むことが第一義ではあるまいか。これには教育者自身が常に
この不思議を体験している事が必要である。既得の知識を繰り
返して受け売りするだけでは不十分である。宗教的体験の少な
い宗教家の説教で聴衆の中の宗教家を呼びさます事はまれであ
ると同じようなものであるまいか。』
随第2巻、化け物の進化、205頁
　この主張は、カーソンの次の文章と類似しているように
思われる。「妖精の力にたよらないで、生まれつきそなわっ
ている子どもの「センス・オブ・ワンダー」をいつも新鮮
にたもちつづけるためには、わたしたちが住んでいる世界
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のよろこび、感激、神秘などを子どもといっしょに再発見
し、感動を分かち合ってくれる大人が、すくなくともひと
り、そばにいる必要があります。」（23～24頁）子どもの感
性は放置して育つものではない。教育者または大人がこの
不思議な自然現象を常に敏感に受け止める必要性を述べて
おり、その心を自ら育てることの重要性を示している。も
し寺田寅彦とレイチェル・カーソンが会話をしたら、共感
し合ったのではないかと推測されるほどである。
　「化け物の進化」は、全文を掲載したい衝動に駆られてし
まうほど示唆に富んでいるが、化け物というのは一つの象
徴的な表現であり、実際には「不思議・驚き・恐怖・感動・・・」
など多くの感性が含まれていることがわかる。またそれを
明らかにしようという科学的態度が背景に潜んでいるよう
にみうけられる。これはレイチェル・カーソンのいうとこ
ろのセンス・オブ・ワンダーに他ならないのではないだろ
うか。彼女の著書は体系的なものではないため、一つ一つ
の主張が項目別にまとめられているわけではない。同様に
寺田の随筆も広範囲にわたって話題が展開されるが体系的
に述べられているわけではない。しかしながら両者に共通
するのは、子どもが自然と接する中で磨かれるセンス ･ オ
ブ ･ ワンダーの重要性であろう。
⑨『このような化け物教育は、少年時代のわれわれの科学知識
に対する興味を阻害しなかったのみならず、かえってむしろま
すますそれを鼓舞したようにも思われる。これは一見奇妙なよ
うではあるが、よく考えてみるとむしろ当然の事でもある。皮肉
なようではあるがわれわれにほんとうの科学教育を与えたもの
は、数々の立派な中等教科書よりは、むしろ長屋の重兵衛さん
と友人のＮであったかもしれない。これは必ずしも無用の変痴
奇論ではない。
　不幸にして科学の中等教科書は往々にしてそれ自身の本来の
目的を裏切って被教育者の中に芽ばえつつある科学者の胚芽を
殺す場合がありはしないかと思われる。実は非常に不可思議で、
だれもほんとうにはわからない事をきわめてわかり切った平凡
な事のようにあまりに簡単に説明して、それでそれ以上にはな
んの疑問もないかのようにすっかり安心させてしまうような傾き
がありはしないか。そういう科学教育が普遍となりすべての生
徒がそれをそのまま素直に受け入れたとしたら、世界の科学は
おそらくそれきり進歩を止めてしまうに相違ない。』
随第2巻、化け物の進化、197～198頁
少々強引かもしれないが、カーソンの次の文章なども寺田
の⑨と共鳴する内容が含まれているように思う。「わたしは、
子どもにとっても、どのようにして教育すべきか頭をなや
ませている親にとっても、「知る」ことは「感じる」ことの
半分も重要ではないと硬く信じています。（24頁）」　「知る」
という言葉を「教科書中心の知識」に置き換えればそれは
理解できるのではないだろうか。
3、「茶碗の湯」にみる日常の観察・実験・推理
　寺田は、科学に対する考えかたや見かたについて、大人
向けの随筆ばかりではなく、子ども向けにも書いている。
その一つが有名な「茶碗の湯」（エッセー集）である。この
小品は1922年（大正11年）赤い鳥に掲載された。この随筆は、
きわめて日常的な現象をよく観察し、そして簡単な実験検
証を行い、そこからスケールを大きく広げて地球規模の論
を展開していく名作である。
　寺田はまず、茶碗が一つあって、熱い湯が入っていると
ころから出発する。これをよく観察すると、様々な面白い
現象が観察され、ちょっと試すとさらにそれがよりわかり
やすくなる。さらに、それらを敷衍していくと地球規模の
自然現象を説明することにつながっていく。正確な区分は
しにくいのだが、考察を進めるために随筆の文章を便宜上
以下のように分けてみた。
○現象の観察
湯気が立っている　
しずくの粒が見える
湯気をみると熱いかぬるいかがおよそわかる
熱い湯は湯気が盛んにたちのぼる
ぬるいと湯気の勢いが弱い
湯気が上がるときは渦ができる
線香の煙など最初はまっすぐ上がり、途中からゆらゆらし
て渦ができる
茶碗の湯でも大きな渦ができて回りながら上がる
よく似た渦が庭にできることがある
湯気が立ち上り、時々渦になり竜巻のようになることがある
ゆらゆらした光った線や薄暗い線がうごいてみえる
湯の面に虹の色のついた霧が見える
霧が破れて透明にみえる
○実験や行動
日光に湯気を当て黒い布で透かせてみる
縁側の日向に持ち出す
しめきった室で人が動かないとよくわかる
春先などのぽかぽか暖かい日に気を付けてみよう
湯の観察
お湯が熱いほど見える
日向に持ち出して日光を当てて観察
ふたをすれば茶碗に接した部分は下へ、中心部は上に流れる
ふたをしないでおくとむらができる
湯の表面を日光に透かして見る
○現象の説明
白いうす雲が月にかかったときに見えるのと似たようなもの
水蒸気がしずくになる際は芯が必要
芯は空気中に浮遊している
飛行機などで横から透かして見ると見える
大じかけなものが雷雨のときの渦
大気中での渦のできかた
湯の表面から熱が逃げる
ビーカーの底をアルコール・ランプで熱したときの水の流
れと同じ
上に流れるところと下に流れるところができる
日に当てるとむらになって光が映るのはそのため
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光の屈折による
なぜかよくわかっていない現象である
大気中で起こるむらは飛行機にとって危険
畑と森では気流の向きが逆になる
大きな循環が海陸風である
また山谷風である
さらにモンスーンとなる
○実験の勧め
寒暖計で試してみよう
夜、電燈の光を当てるともっとよく見える
○観察の応用
鉄砲の弾や飛行機などの観察が可能
望遠鏡で空中の高いところの空気のむらを観察する
湖水や海水の流れと関係してくる
3-1、小さな現象に気づく
　まず、「現象の観察」に示したように何気ない現象をよく
観察していることがわかる。湯気のたち方一つでも、きわ
めて小さくて微妙な現象まで多岐にわたって目を向けてお
り、好奇心が旺盛に活動していることがわかる。
　このような観察眼は、気まぐれではあるものの幼児にも
よく認められる。保育の現場では、子どもの気づき、が大
切であると教員養成課程で教えられる。しかしながら、学
生がこのような日常的な小さな現象の面白さに気づくこと
は少ないように思われる。この面白さに気づく感性が養わ
れていないと、子どもたちが観察した事柄に反応すること
は難しい。実はこのような気づきは、その重要性を認識す
るだけでは不十分であり、日ごろからの訓練が必要なので
ある。寺田は次のように述べている。
⑩『実験的科学では同じ実験を繰り返すことができるからまだ
いいとしても、天然現象を対象とする科学では、一度取り逃が
した現象にいつまためぐり会われるかもわからないという場合
がはなはだ多い。そういう場合において、学者は現象の起こっ
ている最中に電光石火の早わざで現象の急所急所に鋭利な観察
力の腰刀でとどめを刺す必要がある。そうすれば戦いのすんだ
あとで、ゆるゆる敵を料理して肉でも肝でも食いたければ食う
ことができる。
　実験的科学でも実は同様である。甲が同じ事を十回繰り返し
実験しても気がつかずに見のがす事を乙がただ1ぺんで発見する
場合はしばしばある。
　こういう早わざをしとげるためには、もとより天賦の性能もあ
ろうが、主として平素の修練を積むことが必要で、これは水練
でも剣術でも同じことであろうと思われる。
随第4巻、空想日録、87～88頁
つまり、子どもの気づき、に気づくには保育者として電光
石火の早業が求められると言い換えられるのではないだろ
うか。この視点は引用文⑧とも関連している。そして、そ
の能力は平素の修練を積むことが大切なのである。さらに
言えば、子どもたちが見つけた小さな発見の中に大きな可
能性を見つける訓練を日ごろからしておかなくてはならな
い、ということであろう。子どもの発見の素晴らしさが見
えてくれば、それに対して共感し発展させる方法を見いだ
すことも可能であろう。
3-2、なんでもやってみる
　次に、茶碗の湯で驚くのは、お湯をよく観察するのみな
らず、光を当てたり縁側に持っていったり、黒い紙で見え
やすくしたり、締め切った部屋で線香を焚いてみる、など
の「小さな実験」がちりばめられていることである。小さ
な実験と思える活動も幼児の行動の中でよく観察される。
泥団子を作るとき、どこの土がよいだとか、砂をかけると
作りやすい、などの発見や考察がみられる。これは周囲の
人から影響されることもあろうが、試行錯誤しているとみ
なせる。
⑪『その昔、独断と畏怖とが対峙していた間は今日の「科学」
は存在しなかった。「自然」を実験室内に捕えきたってあらゆる
稚拙な「試み」を「実験」の試練にかけて篩い分けるという事、
その判断の標準に「数値」を用いるという事によって、はじめ
て今日の科学が曙光を現わしたと思われる。もし古来の科学者
が、「試み」なしの臆断を続けたり、「試み」の結果を判断する
合理的の標準なしに任意の結論を試みたり、あるいは「試み」
に伴う怪我のチャンスを恐れて、誰も手を下す事をあえてしな
かったら、現在のわれわれの自然界に関する知識と利用収穫は
依然として復興期以前の状態で足踏みをしていたであろう。そ
してまた現在の進歩した時代から見た時に幼稚に不完全に見え
ないものがいかなる初期の科学の部門に見いだされうるであろ
うか。』
随第2巻、比較言語学における統計的研究法の可能性について、
190頁
上記の文章で主張されているように、小さな試みの積み重
ねが科学の発展には重要である。同様に子どもたちの育ち
においても、小さな観察・実験・推測・試行錯誤などがき
わめて重要な意味を持っているのではないだろうか。
3-3、知識の伝達について
　茶碗の湯、においてはさまざまな現象に対する解説があ
り、身の回りの小さな現象から敷衍して気象のような大き
なテーマへと発展したりしている。しかし、寺田が自ら繰
り返し述べているように、知識の伝授はあくまでも次への
ステップを喚起するようなものでなければならない。
⑫『不幸にして科学の中等教科書は往々にしてそれ自身の本来
の目的を裏切って被教育者の中に芽ばえつつある科学者の胚芽
を殺す場合がありはしないかと思われる。実は非常に不可思議
で、だれもほんとうにはわからない事をきわめてわかり切った平
凡な事のようにあまりに簡単に説明して、それでそれ以上には
なんの疑問もないかのようにすっかり安心させてしまうような傾
きがありはしないか。そういう科学教育が普遍となりすべての
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生徒がそれをそのまま素直に受け入れたとしたら、世界の科学
はおそらくそれきり進歩を止めてしまうに相違ない。』
随第2巻、化け物の進化、197～198頁
恐らく寺田が望んでいたのは、わかりやすく説明して納得
させてしまうことではなく、そこから新たな不思議の世界
へと導くことだったのではないだろうか。茶碗の湯で寺田
が目指したのは、子どもたちの心に単なる知識としての説
明を超えた化け物の世界へいざなうことだったと推測され
る。
おわりに
　これまで寺田寅彦の随筆について、その保育への応用の
可能性を述べてきた。まず、寺田の自然観や科学観そして
観察の視点それ自体が、保育者を目指す者にとって極めて
有益な示唆を多く含んでいるということである。たとえば
「科学はやはり不思議を殺すものではなくて、不思議を生み
出すものである。」（随第4巻、蒸発皿、116頁）と述べてい
るように、科学と称して様々な現象を説明してしまい、そ
れでわかったような気になっていることに警告を発してい
るといっていい。筆者自身、30年以上にわたって理科教育
に携わってきて、この点を重視したつもりであったが、現
実としてはなかなかむずかしいテーマであった。
　寺田の子どもたちへの視線もなかなか熱いものがある。
たとえば、子どもたちの残虐さなどに対しても、決して悪
とみなすのではなく、その中に様々な不思議や可能性が満
ちていることを描き出している。これなどカーソンのセン
ス・オブ・ワンダーには見られない視点であり、教育を考
える上で極めて深い示唆を与えているように思われる。さ
らに、子どもたちの好奇心を育て科学をよく理解してもら
うためには大人の感性が問われる、ということも重要な指
摘である。
　近年になってセンス・オブ・ワンダーの必要性が叫ばれ
ているが、それよりもはるかに早くから寺田は「化け物」
と称してその重要性を指摘していた。レイチェル・カーソ
ンときわめて近い考えをしていることに驚かされる。その
意味で、寺田の随筆はもっと活用されてよいのではないだ
ろうか。
　最後に、本稿は初めて行った試みであるため、内容がき
わめて煩雑かつ統一性を欠くものとなってしまった。随筆
の内容があまりに広範囲にわたっており焦点を絞り込むこ
とが難事であったのに加えて筆者の力不足が原因である。
今回の反省を生かしながら、寺田寅彦の考えを保育に応用
する必要性について考えを深めていきたい。
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